2012年3月28日　「解説の書き方講習会」

事前課題の書き方について

講師： 三ヶ尻　正
2012/02/26
●はじめに

このたびは｢解説の書き方講習会｣(第１回)への申込みありがとうございます。

この会では、参加の皆さんに事前に各自解説文を書いて頂く、という課題があります。

提出頂いた課題は添削の上、改訂のアイデアもお出しします。

なお、当日出席できない方で添削希望の方も受付けます。

また出席の方はできるだけ事前に課題を提出して頂きたいのですが、聴講だけしたい、

という方もどうぞお気軽にご参加下さい。

●予定

2/24(金)･･･
参加申込～ジェスチャー研究会(gesture.hij@gmail.com)まで。選曲は未定で結構です。

2/29(水)頃･･･
楽譜、関連資料、音源を参加者に発送

3/21(水)･･･
課題をメールで提出～　三ヶ尻　正　tadashi.mikajiri@nifty.com あて。

形式はテキストまたはワード(docxではなくdoc)、メール本文に書く形でも結構です。

3/28(水)･･･
講習会開催

· 添削不要、あるいは後日でも可、という人も、できれば前夜までにメールで送って下さい。

どうしても間に合わない場合は、当日メール、あるいはUSBメモリーにて持参して下さい。

· 当日参加できないが添削は希望という方も、ここまでに原稿を送って下さい。

●課題曲

課題曲は今まで当協会で上演しなかったオペラ、オラトリオの中のアリアで、歌手の皆さんがリサイタル等で取り上げやすい曲を３曲選びました（自由曲も可）。どれかを選んで、それぞれがプログラム・ノートを書いて下さい。

１．オラトリオ《ジョシュア》から"Oh, had I Jubal's Lyre"（ソプラノ、英語）

･･･ コロラトゥーラの華麗な曲です。

２．オラトリオ《時と悟りの勝利》から "Lascia la spina"（メゾまたはソプラノ、イタリア語）

･･･ Lascia, ch’io piangaの原曲です。

３．オペラ《アリオダンテ》から"Dopo Notte"（メゾ、イタリア語）

･･･ これは言わずと知れた有名曲です。

４．自由曲（イタリア語、ドイツ語、英語、ラテン語のものに限る）

· 自由曲は、楽譜と対訳（既存のものなら日本語でも英語でも。あるいは歌う方が訳したものでも可。）、それにできれば音源のあるもの。相談可。自由曲の音源は、CD、MD、カセット、あるいはメールで送れる形式のMP3やその他QuicktimeやWindows Media Player, Real Playerで再生できる形式、YouTube上で見られるリンクでも結構です。

●書き方について

· リサイタルでヘンデルやバロックの作品を何曲か歌う、その中の１曲、という想定で書いて下さい。

· ヘンデルその人についての説明はごく簡単に触れる程度か、あるいはまったくなしでも構いません。

· 演奏会によって聴衆の事前知識レベルはいろいろですので、どういう対象か、ということを意識して書いて下さい。もし特定の対象が思い付かなければ｢アルカディア・ヘンデリアーナ｣程度 ―― つまり聴衆の方が出演者のことを知っていたり、バロックの曲をある程度聞いたことがあったり、というような人の集まり ―― という想定で書いてみて下さい。

· ｢ですます調｣でも｢である調｣でもかまいません。

· 参考資料は色々提供しますが(対訳･あらすじ･関連文献等)、どこまで踏み込むかは自由です。｢学者が書く｣のではなくて｢演奏者が自分で書く｣というのが趣旨ですから、深すぎるのも考えモノです。

· このほか余裕があればインターネットや音楽事典なども活用して自分なりの資料を集めて下さい。

· どんなポイントを書くか(どんな場面？どんな曲？どこが魅力？等)、自分のことばで書けているか、演奏を聴く上でプラスになっているか、などが重要ポイントです。よく考えて書いてみて下さい。

●音源について

オラトリオ《ジョシュア》から〈もし私にユバルの竪琴があったら〉および 関連する曲

1. "Welcome, my son, …" (アリアの前のレチタティーヴォ)

2. "Oh, had I Jubal's Lyre" 

Emma Kirkby(s)ほか, Robert King(指揮), The King’s Consort

3. "Welcome, my son, …" ～ "Oh, had I Jubal's Lyre"

Julian Baird(s)ほか, Rudolph Palmer(指揮), The Palmer Singers/Brewer Chamber Orchestra

4. [参考＝原曲] 詩篇唱 “Laudate pueri” から “Qui habitare”
Emma Kirkby(s), London Baroque

オラトリオ《時と悟りの勝利》から 〈トゲは避けて〉および 関連する曲

5. "Presso la reggia …" (アリアの前のレチタティーヴォ)

6. "Lascia la spina"

Kate Aldrich(ms)ほか, Alessandro de Marchi(指揮), Academia Montis Regalis

7. "Presso la reggia …" (アリアの前のレチタティーヴォ)

8. "Lascia la spina"

Ann Hallenberg(ms)ほか, Emanulelle Haïm(指揮), Le Concert d’Astrée

9. [参考＝原曲] オペラ《アルミーラ》からサラバンド ･･･ 約２分経過後

Andrew Lawrence-King(指揮), Fiori Musicari

10. [参考＝転用] オペラ《リナルド》“Lascia ch’io pianga”
Miah Persson(s), René Jacobs(指揮), Freiburger Barockorchester

オペラ《アリオダンテ》から〈暗い夜の後には〉

11. "Dopo notte"～

Ann Murray(ms), Ivor Bolton(指揮), Bayerische Staatsoper（ライヴ録音）

12. "Dopo notte"

Angelika Kirchschlager(ms), Laurence Cummings(指揮), Kammerorchester Basel

●問い合わせ

三ヶ尻　正　　tadashi.mikajiri@nifty.com　(下にも連絡先)　あるいは

原　雅巳さん　chouette@w9.dion.ne.jp まで

皆様のご参加を、心よりお待ちしています。

三ヶ尻　正
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